
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2025年度　定例活動報告書
 実施日時： （土） 9:00～12:00

天候： 晴れ
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 林床のササ刈り（ノジトラノオエリアの向かい側） １０名

2 移植ズミ周辺整備（こんぶくろ池エリア) ６名

 

刈払機を使用した除草作業

中心に、整備作業を行い

ました。

3 オオタカ保護柵の設置 ９名

オオタカが営巣し、ヒナを無事に育てられる静かな環境を保つため、営巣期間中は営巣候補場所に隣接

する園路を立入禁止とします。そのための「通行止」柵を当該園路の両端に設置しました。

  

  

 

  

 

参加者　　２９名　（　会員　２６名　　活動体験参加者　５名（＊１）　）

（＊１）　活動体験参加者５名中２名は本日会員になられたため、会員数としてもカウントしています。

整備後 刈られたササ集め(体験者） ササ・落枝の搬出（体験者）

3月7日

昨晩降雨となり、天候が心配されましたが、明け方には雨も止み、定例活動は支障なく行うことができました。本
日は、今年度２回目の「里山の保全活動体験会」の２日目でした。2/22（日）実施の１日目に参加いただいた
方々のうちの３名が本日も参加くださり、本日が初めての２名の方を合わせて５名の方が活動体験なされました。
そして、大変嬉しいことに、そのうちの２名の方が、当NPOに入会くださいました。
本日の活動参加者はこの５名の方を含めて総勢２９名であり、①林床のササ刈り（ノジトラノオエリアの向かい
側）、②移植ズミ周辺整備（こんぶくろ池エリア）、③オオタカ保護柵の設置、④巣箱清掃・かけ替え、⑤巣箱の製
作、⑥チョウのモニタリング調査、⑦「里山の保全活動体験会」参加者への園内＆NPOの説明、⑧ポット苗の移
動、等々の活動を行いました。

整備前 機械刈り 手刈り



項番 作業内容 従事

人数

4 巣箱清掃・かけ替え ５名

巣箱の中 →
当園内の数カ所に設け
られている鳥の巣箱の
清掃及びかけ替えを
行いました。

巣箱の中 に
作られていた →
野鳥の巣

5 巣箱の製作 ２名

前回（2/22）準備した木材
等を使用して巣箱を作成
しました。仕上げは防腐効果
を高めるためバーナーで
表面に軽く焦げ目を付けます。
本日の完成品は５個で、
そのうち２つは新たに園内に
設置しました。

6 チョウのモニタリング調査 ６名

（写真はございません）

7 「里山の保全活動体験会」参加者への園内＆NPOの説明 ３名

本日初めて参加なされました２名の活動体験者に、園内＆NPOの説明を行いました。その後、林床の
ササ刈りの活動を体験いただきました。
　 （活動体験中の写真を項番１に掲載しています）

8 ポット苗の移動 2名
　

（写真はございません）

　確認したチョウは、キタテハ10頭です。

　地金堀付近のポット苗の一部を管理棟前に移動させました。


